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２月１２日（日）中野公民館にて、中野公民館、井原公民館、
矢上公民館主催の「みんなでわくふれ」がありました。この事
業は多世代交流を目的に企画しました。参加者は事前にミニ
四駆とレジン液（透明で固まる液）を使ったアクセサリー作り、
どちらかを選び工作をしました。ミニ四駆の講師はミニ四駆ク
ラブの抱田さん、レジン作りの講師は出羽のニジイロ雑貨店
の竹内さんをお招きしました。小学生、中学生、高校生や大人
の多くの参加があり会場は非常に盛り上がりました。

音の安全パトロールＩＮ石見

矢上公民館だより

1月２７日（金）元気館にて未来フォーラムがありました。未来フォーラムは矢上高校生の取組発表の場であり
「総合的な探究の時間」として、矢上のちくせんと一緒に活動してくれた高校生チーム（郷土料理・経済チーム）
の発表もありました。郷土料理・経済チームは、発表タイトルを「郷土の食文化を広げよう」とし、角寿司の歴史、
作り方について学び、雲井の里での角寿司PRしたことなど１年間の活動を発表しました。

みんなでわくふれ

1月29日（日）田所公民館にて「ちくせん報告会」がありました。
町内１２地区のちくせん代表者から、発表やトーク形式で地域づくりに
ついて話を聞くことができました。矢上地区戦略事業協議会からはい
わみスタジアム芝生エリアで２度開催した、フリーマーケットの取組に
ついて日野原幸子さんが発表されました。各地区の取組について成功
の秘訣、苦労した点などを聞くことができました。

未来フォーラム

矢上農村環境改善センター
前の雪を普段、改善センター
で練習をされているバスケッ
トチーム「矢上フロッグス」
のメンバーがボランティアで
除雪してくれました。寒い中本
当にありがとうございました。

ちくせん報告会

２月８日（水）矢上交流センターにて邑南町公民館連絡協議会主催
の「はばたき講座」がありました。今年度、高校、石見養護学校を卒
業する生徒を対象に毎年実施しています。矢上の小泉篤さん、西川
翔さんなど地域で活躍している若者６名を講師に招き高校生達に自
身の人生観などを語って頂きました。社会にはばたく学生にとって、
今後の人生設計を考えるきっかけになったのではないかと思います。
参加した生徒からは「これから先不安なことしかないと思っていたが
アドバイスを聞いてあらゆることに挑戦したいと思った。」「私も自分
の人生を楽しみたい！」などの感想をいただきました。

はばたき講座

2月4日（土）矢上交流センターにて、地域内の
安全啓発を目的に石見地域安全推進協議会、
矢上地区戦略事業協議会主催「島根県警察音
楽隊による 音の安全パトロールＩＮ石見」があり
石見地域を中心に100人を越える参加があり
ました。前半は島根県警察音楽隊、後半は石見
中学校、矢上高校の吹奏楽部とのジョイント演
奏という内容でした。プログラムも子ども達の好
きなテレビアニメの曲や懐かしの曲まで幅広い
年代が楽しめるものになっており、参加者からは
「見た目も華やかでとても素敵だった。自分の
知っている曲があって嬉しかった、本当にきてよ
かった。」と感想をいただきました。この演奏会
の様子は後日おおなんゲーブルテレビにて放送
される予定です。
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